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当社車両、日高で鹿と衝突事故発生！

２０１４／１１／１４ ０６：３０ 運転手から報告

１４日午前６時頃、日高で当社大型トラックが鹿と衝突する事故が発生しました。バンパーと

グリルの破損で済みましたが、対向車・後続車がある場合は重大事故にもなりかねません。

運転手は「かもしれない運転」を励行していましたが、避けられず衝突しました。

日勝峠等の山間部を走行する場合は、減速し、さらなる注意をして走行してください。

運転感覚を完全冬型へ

北海道警察

●スピードダウンと早めのブレーキ

●車間距離は、夏よりも２倍以上長めに

●急ブレーキ、急ハンドルはスリップのもと

●早めの出発で、時間と気持ちに余裕を

●日陰、橋の上、トンネル出入口は、路面凍結の可能性大

◆スリップ事故 注意◆

峠・橋の上・日陰・トンネルの出入り口 交差点手前、滑って交差点内で衝突に注意

２時間ごとに、１５分休憩！

荷台からの転落、手足の挟まれ事故に注意！

バック時は 降りて確認 乗っても確認

北海道内きょうも荒天

札幌で積雪１１cm えりも、風速３７ｍ

（１１／１４ ００：１０、１１／１４ ０２：１１ 更新）

１４日午前０時現在、名寄市と上川管内幌加内町朱鞠内で積雪２６センチなど広い範囲で雪

となった。１４日夕方まで強風や降雪が続く見込みで、札幌管区気象台は警戒を呼びかけてい

る。気象台によると、１４日午前０時までの最大瞬間風速は日高管内えりも町の襟裳岬で３７

・０メートル、同管内浦河町で３４・４メートル。積雪は同時刻現在、上川管内下川町で２３

センチ、宗谷管内枝幸町歌登で１８センチ。平年より５日遅れて初積雪を記録した札幌は１１

センチ、旭川は７センチだった。 気象台によると、１４日夕方にかけ、日本海側と太平洋側

西部で最大瞬間風速が３５メートルに達する見込み。積雪は日本海側の峠や山間部で４０セン

チ、平地でも２０センチを予想している。

千歳 凍結路面で７台衝突 ２人重軽傷

２０１４年１１月１４日 ６時５２分

１３日午後６時４０分ごろ、千歳市の国道３３７号線で車７台が絡む事故があり、男女合わ

せて２人が重軽傷を負いました。当時、現場は路面に薄く氷が張った状態だった。車７台が前

方の車やガードレールなどに次々と衝突しました。現場は、新千歳空港から２キロほど北側の

道路が高架になった片側２車線の道路。

道警 スリップ死亡事故、６割は11～12月発生

２０１４年１１月１４日

道内で過去３年間の冬期（１１～３月）に発生したスリップによる死亡事故のうち、６割が

１１、１２月に集中していたことが道警交通企画課のまとめで分かった。スリップによる死亡

事故のうち、７割以上の３８件が車が対向車線にはみ出すなどの正面衝突だった。

この時期は、日中は０度を上回り、夜間は氷点下となることが多く、ブラックアイスバーンな

どが発生しやすい。積雪前の感覚でスピードを出して運転すると、死亡事故につながる可能性

が高まるという。

鉄橋やトンネルは特に凍結しやすく、今年１０月には倶知安町のトンネルを走行中の車が凍

結路面でスリップして正面衝突。１人が死亡する事故が起きた。同課は「スピードを出しすぎず、

凍結部分を予測しながら慎重に運転してほしい」と呼びかけている。


